
 

阿蘇草原再生協議会募金規約 

 

（趣旨） 

第１条 この規約は、かけがえのない阿蘇の草原環境を次世代に引き継いでいくため、阿蘇草原再生協

議会が収受する寄付金等を円滑に運営し、草原の恵みを享受する幅広い人々の参画のもとで取組を進

めることを目的として、必要な事項を定めるものである。 

 

（定義） 

第２条 この規約において「寄付金等」とは、個人や団体等の意志や了解によって支払われる金銭等（寄

付、利用料、負担金等）をいう。 

 

（募金の設置） 

第３条 阿蘇草原再生協議会（以下、「協議会」という）は、寄付者から収受した寄付金等を適正に管理

運営するために、「阿蘇草原再生募金」（以下「募金」という。）を設置する。 

 

（募金の使途） 

第４条 協議会は、募金を協議会または協議会構成員が行う阿蘇草原再生に関する次の活動を支援する

ために活用する。 

（1）草原の維持管理  

（2）草原利用・維持管理の担い手づくり  

（3）草原景観の保全及び生物多様性の保全  

（4）草原環境学習の実施  

（5）調査研究・モニタリング  

（6）本募金の運営・広報  

（7）その他、阿蘇草原の保全･再生に関すること  

２ 支援対象とする活動及びその実施者については、第５条に定める「阿蘇草原再生募金委員会」によ

る助言を受けたうえで、阿蘇草原再生協議会設置要綱第 11条に規定する幹事会（以下、「幹事会」と

いう）において決定し、その結果を協議会に報告する。 

 

（募金委員会） 

第５条 協議会は、募金の適正な運営を行うため、構成員以外から成る「阿蘇草原再生募金委員会」（以

下、「募金委員会」という。）を置く。 

２ 委員は、新任の場合、協議会の議決に基づき協議会会長が任命するものとし、再任の場合、幹事会

の承認を得ることとする（団体の代表として選任した委員の転任、退職に伴う交代は再任として取扱

う）。募金委員会の運営は、別に定める「阿蘇草原再生募金委員会設置・運営規則」に基づいて行う。 

 

（募金事務局） 

第６条 協議会は、募金の事務を円滑に行うために募金事務局を設置し、次の実務を担当させる。 

(1)本募金の出納管理等の会計事務  

(2)支援対象の選定に関する事務 

(3)寄付者等外部からの問い合わせへの対応  

(4)資料・領収書等の送付  

(5)第５条に規定する募金委員会の運営 

(6)第 12 条に規定する報告等 

(7)その他、本募金の運営に関する業務  

２ 募金事務局は、阿蘇草原再生募金専用の口座を開設し、その管理を行う。 



 

３ 募金事務局は、公益財団法人阿蘇グリーンストックに置く。 

（寄付者） 

第７条 募金へ寄付を求める寄付者等については、国、地方自治体、団体、企業、個人等とする。 

 

（支援者） 

第８条 協議会は、本募金の広報、寄付を呼びかけるため、著名人や団体等を支援者（阿蘇草原再生サポ

ーター）とすることができる。 

 

（寄付金等の使途指定） 

第９条 寄付者は、自らの寄付金等の使途を協議会の趣旨に基づく第４条の範囲内においてあらかじめ

指定することができる。 

 

（募金の運用・管理） 

第 10 条 本募金に属する現金は、金融機関への預金その他の確実かつ有利な方法により保管し、積み立

てを行う。 

２ 募金の運用・活用から生ずる収益は、この募金に繰り入れる。 

 

（募金の収益処理） 

第 11 条 本募金は、その設置の目的を達成するため、第４条各号の使途に要する費用に充てる場合に限

り、その全部又は一部を処分することができる。 

 

（幹事会・協議会への報告等） 

第 12 条 募金事務局は、寄付金等の使途、収支等について幹事会に報告し、幹事会の承認を得るものと

する。また、その結果を協議会に報告する。 

２ 前項の報告にあたり、事前に募金委員会による監査を受けなければならない。 

 

（運用・使途の公表と報告） 

第 13 条 協議会は、本募金の運用状況と使途について定期的に公表するとともに、寄付者に報告する。 

 

（事業年度と会計年度） 

第 14 条 本募金の事業年度及び会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月 31日に終了する。 

 

（規約の改定） 

第 15 条 この規約を改定するには、協議会の承認を得なければならない。 

 

附 則 

この規約は、平成 22 年３ 月 10日より施行する。 

平成 23年９月６日 一部改正 

令和４年９月６日  一部改正 

 


